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2009/07/31データエリア設計書

人工知能の基本となるデータエンティティとデータベースの構造を設計していく。

基本的に、データベースの中のデータを直接処理していくことを心がける。データエン

ティティとして知識要素を持つ事は、プログラム上でどうしても高度の処理をしなくては

ならないときである。処理が終われば直ぐに永続化する。作業結果も特別なデータベース

上のテーブルに持つようにして、フォーカスの当たっている現作業データだけをコアに持

つというイメージである。

これは、今はソフトウェア的なＲＤＢであるから遅くて使い物にならないかも知れない

が、将来、ハードウェアを工夫して、高速化を実現していきたい課題である。大量データ

扱うためには、このような永続化データを直接扱うようなアプローチがどうしても必要な

のである。

このデータエリア設計書は「ＲＤＢベース人工知能設計書」の基本となる物である。

１．データエンティティとリンク

FrameData（１）

知識要素を表現する。データ識別子とデータのタイプの他、重要度、フォーカス、タ

FrameDataSetイムスタンプ、カウントをフィールド値にもつ。また、連想セットとして

を一つもつ。知識データは として持ち、この部分は永続化したときにはＸＭＬ文章DOM
になり、データベースのフィールドとして保存される。

には２つのタイプがある。１つはノードデータエンティティであり、もう１FrameData
つはリンク（連想）データエンティティである。ノードデータエンティティは知識情報を

、 。持ち リンクデータエンティティはノードデータエンティティの間の連想関係を表現する

FrameDataSet（２）

のコレクションである。FrameData
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Knowledge（３）

データベースのテーブルを管理する。

・データベーステーブルのアクセスをする。

・ レコードを にする。XML DOM
・ を レコードにする。DOM XML

KnowledgeSet（４）

のコレクションである。Knowledge

２．データベース

人工知能のデータはテーブル単位にまとめて管理される。種類の違うデータは異なるテ

ーブルになる。同じ種類のデータは同じテーブルで管理する。 の中のタイプフFrameData
ィールドは、このテーブル名を表す。

データベースのレコードの形式は次の通りである。

【ノードデータエンティティレコード】

レコー カウン タイム 重要度 フォーカ タイプ データ ・ＸＭＬデータ

ド識別 ト スタン ス 形式 ・イメージデータ

子 プ ・コマンド列

【リンクデータエンティティテーブル：テーブルの名前はノード識別子の値】

.リンク先テーブ カウン タイム 重要度 フォーカ タイプ 文脈テーブル

ル レコード識別 ト スタン ス レコード識別.
子 プ 子

テーブルの構成は次のようなリンク関係を持って構成される。人工知能の頭のテーブル

は「 」である。ai_control
（１） のレコード形式ai_control

テーブルのタ カウント テーブルのエ テーブル名

イプ ントリ番号の

最大値（番号

）付けに用いる
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テーブルは人工知能の管理元のテーブルであり、下位テーブルを管理する。ai_control
そうして次のエントリを持っている。

・予定・待ち合わせテーブルの名前（意志システムでタスクの管理に用いる）

・モデルテーブル群の名前

・コーパステーブル群の名前

・カテゴリーテーブル群の名前

・文脈管理テーブル群の名前

・オントロジー管理テーブルの名前

・プロフィル管理データテーブル（ )の名前ai_profile

おわり


